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「初冬期」 の事故防止
「夜の道 知らせる・見つける ハイビーム」

十勝管内 「一時停止」 事故多発
「相手は､停まらないかもしれない」

《薄暮時間帯・夜間の事故防止》
先を読む 見えない危険 潜む事故

・薄暮の時間帯は･･･地面が暗く、見落としやすいので、スピードダウン
・早めのライト点灯で･･･自車の存在を知らせる
・タイヤ交換後・・・増し締めを必ず実施しましょう（特に、左後輪の脱落注意）

《バック事故をなくしましょう》
確実に 目視で確認 事故防ぐ

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

深夜２時 三石
軽乗用車運転中に突然クマが

ブレーキかけたがクマと衝突 けが人なし
２０２５／１０／２２（水） ４：２２

２２日午前２時ごろ、日高郡新ひだか町三石鳧舞（ケリマイ）の国道２３５号で軽乗用車とクマ１頭が衝突する事故
がありました。警察によりますと、軽乗用車が浦川方向に走っていたところ、突然右側からクマが現れ、ブレー
キをかけたものの間に合わず衝突したということです。クマは体長約１．５メートルで、そのまま北側にある山の
方へ逃げていきました。この事故によるけが人はいません。警察は現場付近の警戒にあたっています。

夜６時半 信号のない交差点
右折してきた乗用車にはねられ

横断歩道を渡っていた男性、意識不明の重体
乗用車の運転手を現行犯逮捕
子どもの送迎のため運転していた

◇夜間は、歩行者・自転車を見落としやすくなります◇
◇右折は対向車を注視しがち 右折先を必ず良く見る ◇

◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意しましょう◇
２０２５／１０／２１（火） ２０：１２

２１日午後６時２０分ごろ、長崎県の信号のない交差点で、横断歩道を渡っていた男性（２６）が右折してきた乗用
車にはねられ、意識不明の重体となっています。警察は、乗用車を運転していた女性容疑者（５０）を過失運転致
傷の疑いで現行犯逮捕しました。容疑者は容疑を認めています。容疑者は子どもの送迎のために運転していたと
いうことです。警察が事故の原因を調べています。

夜６時半 街灯の無い交差点
乗用車にはねられ

74歳男性が、意識不明の重体
◇夜間は、歩行者・自転車を見落としやすくなります◇

◇夜間、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２５／１０／２１（火） １７：１９
２０日午後６時半頃、熊本県の県道で、男性（５０）が運転する乗用車が、男性（７４）をはねました。男性は病院

に搬送されましたが、全身を打ち意識不明の重体です。現場は信号のない変則的な四差路で、付近には街灯もな
く、乗用車を運転していた男性は警察の調べに対し「音がして初めてぶつかったことに気づいた」と話している


